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人と緑と産業の地、牧之原 ～地域の概要～

牧之原地域は、静岡県島田市、掛川市、御前崎市、菊川市及び牧之原市にまたがる5,145haの大茶園を主体
とする畑作地帯です。

一級河川大井川の下流右岸に広がる温暖で豊かな自然に恵まれた牧之原台地は、お茶の栽培に非常に適
した地域であり、全国シェアの48％（右下図：平成30年度産一番茶の府県別荒茶生産量）を占める静岡県のお
茶生産量の約半分を担う日本一のお茶の生産地となっています。

さらに、お茶の生産を安定的に継続し続ける一方で、お茶の新しい
生産手法の開発や作業の機械化など、積極的な研究・開発を行うこ
とで、最も先進的なお茶の生産地としての地位も築き上げました。

また、こうしたお茶栽培に適した条件にあるほか、東海道本線、東
名高速道路、新東名高速道路や「富士山静岡空港」の開港により、
国内外へのスムーズなアクセスが可能で、静岡県の主要産業の集積
地のひとつであるとともに、美しい茶園風景を求めて多くの観光客が
訪れるなど、様々な魅力にあふれる地域です。

※写真は蓬莱橋

【平成30年度産一番茶の府県別荒茶生産量】

静岡県
12,700t (48%)

鹿児島県
8,770t (33%)

三重県
2,790t (11%)

その他
1,940t (8%)

出典：農林水産統計情報（農林水産省HP）

【豊かな自然】 【農業・お茶】

【歴史】 【産業】

様々な魅力
牧之原地域

【位置図】
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日本一のお茶を育む水
～地域の水源 大井川と長島ダム～

【鵜山の七曲り】

ダム形式 重力式コンクリートダム

堤 高 109.0 m

堤 頂 長 308.0 m

堤 体 積 861,000 m3

流域面積 534.3 km2

総貯水量 78,000,000 m3

有効貯水量 68,000,000 m3

地域の貴重な水源 大井川

大井川は標高3,000m級の山々が連なる南アルプス赤
石山塊（あかいしさんかい）に発し､流路延長約168kmの
急流河川です｡ここは200万年ほど前から隆起し始めた
といわれ､その中で大井川の流水は、急速に隆起する
山塊を削りながら､長い年月をかけて堆積を繰り返し、
今に至ります。

大井川は､その赤
石山塊の“白根間ノ
岳（しらねあいのだ
け）”を源に､寸又峡
（すまたきょう）や接
阻峡（せっそきょう）
などの渓谷を刻み､
七曲りなどの曲流を
繰り返しながら南流
し､金谷以南に志太
平野 （しだへいや）と呼ばれる扇状地を形成した後、駿
河湾にそそがれます｡

大井川の流路延長は、我が国の主要河川の中でも上
位（第16位）を誇りますが、流域面積が1,280平方km（第
48位）程と、延長に対し流域が小さいという特徴を有し
ています｡

これは赤石山塊の隆起量が余りにも大きく､急激なた
めといわれています。しかし、少ない流域面積に対し、
平 均 降 水 量 が 3,100mm （ 日 本 の 年 平 均 降 水 量 は
1,750mm）と多雨であるため、水量は大変豊富な川であ
り、地域の貴重な水源となっています。

様々な機能を持つ地域の水瓶 長島ダム

長島ダムは国土交通大臣が直轄管理を行う大井川水系唯一の特定多目的ダムです。目的は洪水調節、不特
定利水、かんがい、上水道供給ですが発電目的は有しておらず、水力発電を行わないダムとしては大井川本川
で唯一となります。また、ダム堤体部の一般開放や貯水池周辺の施設設置を許可するなど、 「地域に開かれた
ダム」として地域の活性化の為の環境整備も行っています。

計画から29年（平成13年完成）もの長い年月をかけて作られた日本の長期化ダム事業の一つとしても有名で、
牧之原地域の人々が切実に安定した水を求めた念願のダムです。

【大井川流域図】
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